
1
教育課程
学習指導
研修

研究授業・
授業研究会
を実施し、
キャリア教
育の視点か
らねらいや
支援を見直
し、授業改
善につなげ
る。

教員の評価は、「キャリア教育の視点から授業改善する」
について、取組指標、成果指標ともに、実態把握やねらい、
支援方法の見直しなど３点以上のことに取り組めたが100％
であった。

保護者の評価は、「将来の姿を見据えた指導している」
「ほぼ指導している」と合わせて94％の回答であった。
　授業シートやビデオの有効活用を含む授業研究会の在り方
の検討を行いながら、実践を重ねた結果と考える。また、将
来目指す姿や授業のねらいを立案し、授業研究会を繰り返す
中で、授業を改善し、ねらいや目指す姿を見直した。この手
続きを踏んだことで子どもの全体像を捉えた支援を考える一
助となった。保護者に対しても、将来目指す姿と授業のねら
いのつながりを懇談会を通して説明したことがこの評価につ
ながったと考える。

引き続き、今年度の取組を
活かし、キャリア教育の視点
による授業づくりを継続して
行っていきたい。まずは、将
来を目指す姿が明記された新
たな様式の個別の教育支援計
画を保護者に参画してもらい
作成していきたい。そして、
その計画書を活用しながら授
業改善を重ね、個々の児童生
徒の自立に向けた意義のある
教育活動を展開していきたい
と考えている。

3
進路指導

卒業後の生
活を考えて
いくため
に、保護者
一人一人の
ニーズを把
握し、情報
提供や啓発
など必要な
支援を行
う。

教員の評価は、保護者のニーズを把握することが「でき
た」「おおむねできた」が96％であった。また、保護者一
人一人に必要な進路支援を行うことが「できた」「おおむ
ね」と合わせて92％であった。
　保護者の評価は今年度の進路指導の取組が、卒業後の生活
を考えていくうえで「かなり役に立った」「役に立った」と
合わせて90％であった。役に立った取組として、特に「進
路だより」があげられた。発行を年３回に増やしたことで進
路行事に参加できない保護者への情報提供として効果的で
あった。また、今年度、「進路調査票」を新規に作成した。
児童生徒一人一人の進路に関する現状やニーズをまとめたこ
とにより、担任の進路指導に対する課題が明確になった。懇
談会を通して保護者側の進路に関する年度目標も合わせて設
定したことにより、保護者の意識も高まり、今まで進路行事
に参加したことのなかった保護者の事業所見学等への参加が
増えた。

　来年度も、保護者それぞれ
に適した年度目標の設定を継
続したい。また、今後も、保
護者にタイムリーに分かりや
すい進路情報を提供したい。
　より現実的に進路について
考えていくために、相談支援
専門員との連携を深めたい。
学校、保護者、相談支援専門
員の三者で話し合う機会を設
け、放課後や長期休業中の事
業所利用等を含め、将来を見
通したサービスの利用や進路
について考えていきたい。

4
支援

地域の特別
支援教育推
進に努める
教員育成の
ために、本
校のセン
ター的機能
に関する取
組を研修と
して活用す
る。

　支援部教員の評価では、センター的機能に関する校内研修
の企画・運営についてほぼ全員が関われた。教員の評価は、
「実践報告や研修会等に３つ以上は参加できた」「２つは参
加できた」と合わせて99％であった。また、地域の特別支
援教育を推進する役割を自覚し、その認識を持って諸活動に
「取り組めた」が29％、「おおむね自覚して取り組めた」
と合わせて100％であった。
　特別支援学校に求められているセンター的機能についての
理解を深めるために、全教員に校外支援に関する研修への参
加を推進してきた。地域の園や小中学校との合同事例研修会
の実施や、相談同行研修及び全員参加の相談事例研修会を
行ったことが、全教員の理解を促す結果に繋がったと考え
る。しかし、諸活動に十分に「取り組めた」と回答した教員
は少ないので、今後も継続して、教員の意識と自覚を高めて
いけるような研修が必要である。

地域支援や相談業務に携わ
る研修を通して、本校教員一
人一人が、特別支援学校にお
けるセンター的機能の意義や
役割を理解し、特別支援学校
教員としての資質や相談力を
高めていけるとよい。
特に長期休業中の相談同行

の研修については、積極的な
参加を勧めていきたい。

改善策・向上策

2
生徒指導

ヒヤリハット
の事例やアク
シデント報告
などを活用
し、健康で安
全な環境作り
に努める。

保護者と連携
しながら、自
分の体や健康
を意識できる
ように児童生
徒一人一人に
合わせて支援
する。

　教員の評価は、健康・安全な環境作りに対する評価におい
て「できた」「おおむねできた」を合わせると100％であっ
た。特に今年度より児童生徒の「健康・安全面」での情報共
有シートを作成し、職員会議後を利用して全教員で情報共有
を図った。けがによる保健室利用が昨年と比べて30％減少
した。また、児童生徒の自己の健康に対する意識向上への支
援に関しては、全校共通の健康カード（絵カード）を活用し
た健康観察を利用したことで児童生徒が自らカードを選び教
師に伝えるようになったなどのエピソードが寄せられ、評価
においても「できた」「おおむねできた」を合わせると
100％であった。
　保護者の評価は、健康で安全な環境作りについて「しっか
りできている」「おおむね」と合わせて90％であった。今
年度より保護者へ一斉緊急メールの運用を開始し、活用でき
た。また、学校と家庭が連携しながらの支援について、
「しっかりできている」「おおむね」と合わせて100％で
あった。保健室来室記録としてけがや処置等の詳細を文書で
報告したり、感染症情報等や防災、防犯の関する広報を適宜
行ったりしたことが有効だったと思われる。

今後も、教員間で児童生徒
の障害特性や健康・安全面に
ついての情報共有を進めた
り、緊急時における適切な行
動や対策等に対する教職員の
更なる意識の向上に努めた
い。
また、保護者に対しては、

今後も定期的に「保健だよ
り」などで広報活動を行い、
防災や防犯に対する意識を高
めるとともに、学校の健康や
安全面への取組に対する一層
の理解を深めたい。さらに、
家庭における健康状態カード
の活用も進めていきたい。
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本校と交流
相手校の目
標に沿った
交流及び共
同学習を実
施する。
(小学部）

教員の評価では、本校と交流相手校の目標に沿った授業を
実施することについては小学部の全教員から「双方の目標に
沿った授業が実施できた」「ある程度実施できた」という回
答を得た。また、相手校の教員からは「特別支援学校の子の
好きなことをしっかりと話し合い、何をすべきか考え実行で
きた」「福祉体験学習など今まで学んできたことを活かせ
た」という評価を得た。
保護者からは実施状況について「大いに満足」「おおむね

満足」が合わせて100％であり、「交流を楽しみにしてい
る」「交流する学校が増え、たくさんの人と交流できた」な
どの評価を得た。さらに、２回交流を実施した相手校の保護
者には、一言コメントを依頼した。これにより、相手校保護
者の思いを知ることができた。本校への理解・啓発につな
がっていると思われる。

自校が作成しているワーク
シートの活用、出前授業の実
施しながら、相手校との綿密
な打合せや相手校保護者への
啓発を引き続き実施していき
たい。
保護者から今後の希望とし

て「子どもの様子が小学校の
児童にも理解してもらえるよ
うにしてほしい」「障害の特
性を知ってもらいたい」など
の意見があり、出前授業の内
容について、保護者にも周知
していきたい。

総合的な学
習の時間に
生徒が交流
相手と関わ
りながら活
動できるよ
う工夫す
る。
（中学部）

　教員の評価では、交流相手と関わりながら活動できるよう
に「３つ以上工夫した」教員が86％「２つ工夫した」教員
と合わせて100％だった。また、29％の教員が「生徒が自分
から相手校生徒と関わった」、71％の教員が「生徒が相手
校生徒の関わりを受け入れ、それに応えた」と回答した。交
流が３回あったこと、３回とも同じ活動にしたことで、相手
校生徒からの関わりをスムーズに受け入れることができたと
思われる。

交流相手校生徒の78％が活動の仕方を考え、実践できた
と回答した。出前授業で本校教師が一緒に関わり方を考え、
宿題として一緒に使う道具を考えてきたことが自信になった
と思われる。
　保護者の評価は、内容について、子どものニーズや実態に
「適していた」｢おおむね適していた｣との回答が合わせて
100％だった。保護者懇談会等で生徒のニーズを保護者から
丁寧に聞き取ったことなどが有効だったと思われる。

保護者からは「初対面の人
との接し方、話し方を覚え
て、適切な距離感を持って恥
ずかしがらずに積極的なコ
ミュニケーションが取れるよ
うになってほしい」との希望
があった。本校生徒への事前
授業を各生徒に合わせて実施
し、多様化している生徒や保
護者の要望に合わせて計画し
ていきたい。また、学部内や
相手校との打ち合わせを綿密
に行い、出前授業を通して、
相手校教員や生徒の本校生徒
への理解を深めたい。

生徒が地域
の人と関わ
りながら活
動できるよ
う支援方法
を工夫した
を実施す
る。
（高等部）

　教員の評価では、生徒が地域の人と関わりながら活動でき
るよう支援方法を「３点以上工夫した」教員が100％であっ
た。また、生徒が「交流相手校の生徒や地域の方と積極的に
関わることができた」が75％、「交流相手校の生徒や地域
の方の働きかけに応じた」と合わせて100％であった。12月
までの８回の交流とも共にできる活動や支援方法を配慮した
ことが有効であった。
　保護者の評価は、交流及び共同学習の実施内容や活動の様
子について「満足している」が33％「おおむね満足してい
る」と合わせて100％という回答を得た。交流の様子を聞い
て家庭で取り組めることを知りたいという積極的な意見もあ
り、交流の様子を連絡帳に詳しく記入したこと、送迎時や懇
談会で丁寧に伝えたことが有効であった。

引き続き、活動内容や支援
方法に工夫を重ねていきた
い。特に、高校との交流及び
共同学習では、毎年新たな高
校生が関わるので、教師が関
わり方のもモデルを示し、よ
りスムーズで充実した触れ合
いができるよう心がけていき
たい。また、本校保護者に
は、相手校の生徒の様子や変
容も合わせて伝えていきた
い。地域の人との交流を今後
も充実させたい。

６
運営

（多忙化
解消の取

組）

校内LANによる情
報共有に推進や
会議資料の事前
配付や精読によ
り、業務や会議
の効率化と時間
短縮を図る。

ノー会議デーや
一斉退勤日の周
知、出退勤時刻
調査の活用によ
る業務の見直し
を図る。

業務や会議の効率化と時間短縮を図るために、校内LANを
活用について「ほぼ行った」教員が50％、「できる限り」
と合わせて92％であり、会議前の資料配付や精読は「ほ
ぼ」が46％、「できる限り」と合わせて100％であった。

また、今年度の取組の効果について、「おおむね」が
71％、「やや」と合わせて100％であった。さらに効果的に
するためには、「行事・業務内容の見直し」「仕事量の格差
をなくす」等の意見があった。

管理職の取組は「ノー会議デーを増やす」「18時以降の
居残りを減らす」の２点は取り組めたが、業務見直しは２学
期後半から着手したところである。

今年度、校内LANの活用や
資料事前配付はかなり定着
し、会議の時間短縮に効果が
あった。
来年度に向けて、校務分掌

の再編、及び業務の見直し、
行事内容の精選を進めてい
る。さらにノー会議デー、一
斉退勤日を年間計画に位置づ
けて、多忙化解消につなげた
い。

７
運営

（人権教
育の推
進）

人権意識や
教育に係わ
る事例を共
有し、人権
を尊重した
教育の充実
に取り組
む。

　教員の評価は、児童生徒の対応について、学部やクラス内
で共通理解する機会を持つことに対して、「３点以上取り組
めた」が38％で「２点以上」と合わせて100％であった。人
権意識を高める機会については、「３点以上できた」の回答
が48％であり、「２点以上」と合わせると100％であり、い
ずれも目標指数に達している。また、「児童生徒の人権につ
いて尊重した教育活動が行えた」が「かなり」が38％、
「おおむね」とした回答と合わせると100％であった。
　保護者の評価は、学校が人権を尊重した教育に「積極的に
取り組んでいる」が32％で、「おおむね」とした回答と合
わせると100％であった。

日ごろから、人権意識の向
上にかかわる情報提供や注意
喚起を行ってきた。引き続
き、お互いに注意し合って何
でも話せる職場の雰囲気づく
りに取り組みたい。また、保
護者にもその取組が分かるよ
うな広報が必要である。今後
も、人権研修を積極的に行っ
ていきたい。

５
地域との
交流




